
第７次安城市行政改革大綱（案）について
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～パブリックコメントの結果報告～

議題 １



○募 集 期 間:令和３年１１月２５日（木）～１２月２４日（金）
○対 象 者:市内に在住・在勤・在学する者、市内に事務所・事業

所を有する個人・法人・団体、及び市内で活動する者
○意見提出者:１名
○意 見 数 :２５件

パブリックコメント 結果概要
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【意見の内訳】
＜内容別＞
・計画に対する修正意見:１件
・それ以外（質問・要望等）:２４件

＜ジャンル別＞
・「策定の背景」に対する意見:７件
・「改革の方針」に対する意見:２件
・「改革の取組内容」に対する意見:１５件
・「進捗管理」に対する意見:１件
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１１ページ
３ 改革の取組内容
（４）重点項目
健全財政の維持

安城市の計画や施策の表現と
して、上記のように「民間事
業者等と適切に連携・協働
し、」と「協働」という表現
を用いる場合と「官民連携」
あるいは「協創」という表現
が混在してると思います。
「協働」と「官民連携」と
「協創」の定義とその使い分
けを明確にしていただきたい。
（中略）
これまでの使い分けの経緯か
らすれば、ここは「民間事業
者等と適切に連携・協働し」
ではなく、「民間業者等と適
切に官民連携し」ではないで
しょうか。

本市では「協働」、「官民連携」、「協創」の
用語を以下のとおり定義づけております。

「官民（公民）連携」、「協働」とで重複する
概念ではありますが、完全に一致するものでは
ないことから、「連携」「協働」を併記して記
載しております。

ご指摘の
件は、左
記の市の
考え方に
基づき、
現行案の
とおりと
させてい
ただきま
す。

・「官民（公民）連携」・・・企業をは
じめとする民間事業者等と行政が連携し
て公共サービスの提供を行う取組（出
典:安城市公民連携ガイドライン）
・「（市民）協働」・・・市民、地域団
体、市民活動団体、事業者及び市が地域
の課題を解決するために、それぞれの特
性を生かして補完し合い、協力すること
（出典:安城市市民協働推進条例）
・「協創」・・・市民、地域団体、市民
活動団体、事業者及び市が地域の課題を
解決するために、それぞれの特性を活か
して補いあい、お互いに「協」力しなが
ら、まちやまちのつかい方を「創」りあ
げていくこと（出典:第三次安城市都市計
画マスタープラン）

【計画に対する修正意見】
パブリックコメント集約意見及び市の考え方【抜粋】



「策定の背景」に対する意見
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５ページ
１ 策定の背景
（２）本市を取り巻く
主な社会経済情勢
行政のデジタル化

「安城市ＤＸ推進計画」を粛々
と進めることで、行政の効率化
＆質の確保の向上を図ると共に
市民の利便性の向上の両方を進
めていただきたい。

ＩＣＴの活用により、市民サー
ビスの向上や行政事務の効率的
推進等の取組を通して「誰もが
便利で生活の豊かさを実感でき
るデジタル市役所」を実現して
いきます。

－
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７ページ
２ 改革の方針
（１）大綱の位置づけ

実施項目を実際に実施するのは、
各課になると思いますので、各
課に大綱（案）の取組の視点を
周知して計画を着実に進めてい
ただきたい。

行政改革を着実に推進するため、
全職員に本大綱を周知するとと
もに、取組の視点の意識づけを
図ってまいります。

－

【「改革の方針」に対する意見】

【「策定の背景」に対する意見】
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１２ページ
３ 改革の取組内容
（４）重点項目
①人材の育成・活用

◆進捗管理指標
仕事を通じて成⾧していると実
感する職員の割合:95％以上
と大綱（案）に記載があります
が、なぜ「95％以上」としたの
か、その根拠を簡潔に説明いた
だきたい。

令和2年度に全職員を対象として
実施した職員満足度調査の結果
では、「仕事を通じて成⾧して
いると実感する職員の割合」が
87.4％でありましたので、この
数値をベースとしまして、現実
的かつ可能な限り高い数値目標
として95％以上を目標としてお
ります。

－
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【「改革の取組内容」に対する意見】



番
号 計画案の該当箇所 ご意見の概要 市の考え方 計画への

反映

25

１５,１６ページ
４ 進捗管理
（１）推進体制
（２）推進管理

「行政改革審議会」の役割が大
変重要であると思いますので、
「行政改革審議会」で年度毎の
実施状況をしっかりと監視いた
だきたい。
なお、従来実施されていました
「公開行政レビュー」をコロナ
禍での開催は難しいと思います
が、コロナ禍が治まった際には
「公開行政レビュー」を開催い
ただきたい。

本大綱の取組実績については、毎年
度、実績報告書をとりまとめ、行政
改革審議会に報告することとしてお
ります。
また、「公開行政レビュー」につい
ては、平成26年から令和元年度に
かけて公開イベント型の外部評価と
して実施してまいりました。しかし、
公開イベント型の外部評価では、会
場の確保や事務負担を踏まえると実
施日数が限定されるため、外部の視
点を反映させる事業数が少ないなど
の課題がありました。そこで、今年
度から行政改革審議会の場で委員の
皆様に事業を評価いただく審議会型
の外部評価へ変更しており、評価事
業数の増加と専門的見地からのより
深い議論が可能となっております。
今後もこの手法を継続していくこと
から、公開行政レビューを再開する
ことは現状考えておりません。

－
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【「進捗管理」に対する意見】


